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島
根
県
の
医
史
学
に
つ
い
て
は
、
米
田
正
治
先
生
の
「
島
根
県
医
家

列
伝
」
、
「
続
島
根
県
医
家
列
伝
」
、
「
島
根
県
医
学
史
覚
書
」
が
あ
る
。

本
著
は
そ
れ
を
補
足
す
る
形
で
多
く
の
医
師
を
発
掘
し
た
。
筆
者
に
今

後
も
な
お
こ
の
地
方
の
医
師
の
人
間
像
、
業
績
を
追
求
し
て
い
た
だ
き
、

米
田
先
生
亡
き
あ
と
の
島
根
県
医
学
史
研
究
を
引
き
継
い
で
欲
し
い
と

思
う
の
は
、
隣
県
の
私
ば
か
り
で
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
な
る
御
研
究
の

進
展
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
（
森
納
）
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『
芸
備
医
事
」
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
刊
行
は
、
次
の
諸
点
に
お
い
て
、

意
義
あ
る
事
業
と
し
て
注
目
さ
る
可
き
で
あ
ろ
う
。

第
一
点
は
明
治
二
十
九
年
六
月
十
二
日
に
発
行
さ
れ
た
医
学
総
合
情

報
誌
と
も
言
う
べ
き
本
誌
が
創
刊
号
よ
り
昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
五

日
終
刊
号
に
至
る
ま
で
の
五
五
五
号
が
欠
号
な
く
完
本
化
さ
れ
、
雁
皮

紙
を
使
用
し
、
四
十
七
冊
と
索
引
号
一
冊
を
追
加
し
、
本
誌
の
内
容
は

約
一
九
、
○
○
○
頁
と
生
れ
か
わ
っ
た
体
裁
と
な
り
、
そ
の
優
れ
た
紙

質
と
堅
牢
な
製
本
は
永
久
判
と
し
て
特
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
点
と
し
て
は
、
本
書
が
当
地
医
学
会
で
あ
る
芸
備
医
学
会
か
ら

起
算
し
て
、
平
成
九
年
で
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
る
の
で
あ
る
。

芸
備
医
学
会
は
節
目
の
年
度
毎
に
、
先
哲
の
追
善
顕
彰
事
業
を
取
り
あ

げ
、
総
会
次
第
の
中
で
重
要
な
事
業
の
第
一
項
目
に
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、

「
芸
備
医
事
』
復
刻
発
刊

そ
の
式
典
と
共
に
そ
の
具
体
化
す
る
出
版
活
動
が
随
伴
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。

当
医
学
会
設
立
の
原
点
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
医
の
心
で
あ
る
医
の

倫
理
・
道
徳
律
に
対
す
る
敬
戻
な
回
帰
哲
学
と
誓
が
会
の
開
会
に
先
だ

っ
て
厳
粛
に
執
行
さ
れ
、
先
覚
者
に
対
す
る
報
恩
畏
敬
や
医
学
の
歴
史

に
つ
い
て
の
展
示
、
著
述
品
が
芸
備
医
学
会
の
名
の
下
に
習
慣
的
に
刊

行
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
会
の
創
立
を
記
念
し
て
芸
備
医

学
会
で
発
行
さ
れ
た
も
の
で
は
、
呉
秀
三
の
「
東
洞
全
集
」
が
あ
り
、

そ
の
後
百
年
を
経
て
、
そ
の
伝
統
を
継
承
し
て
、
小
川
新
氏
監
修
「
東

洞
大
全
集
」
の
発
行
を
み
る
が
如
き
で
あ
る
。

こ
の
地
に
興
っ
た
医
学
会
創
立
百
年
に
際
会
し
、
当
地
区
に
、
完
全

に
保
管
さ
れ
て
い
る
べ
き
筈
の
芸
備
医
事
は
欠
号
だ
ら
け
で
活
用
価
値

も
乏
し
い
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
あ
る
。
地
元
・
広
島
で
は
公
私
学
校

図
書
館
所
蔵
の
『
芸
備
医
事
」
は
原
爆
の
災
害
に
よ
り
煙
滅
し
て
了
っ

た
。
戦
後
本
書
の
在
庫
は
広
島
市
外
者
の
本
誌
寄
贈
の
一
部
で
あ
り
、

医
師
会
史
な
ど
編
纂
す
る
上
に
、
資
料
的
に
不
備
・
不
便
を
感
じ
て
い

た
。
本
書
は
地
元
の
み
な
ら
ず
、
部
数
は
少
く
と
も
全
国
的
に
講
読
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
幸
い
し
た
。

そ
の
頃
、
津
下
広
大
名
誉
教
授
が
岡
大
図
書
館
鹿
田
分
館
の
書
庫
で

『
芸
備
医
学
」
創
刊
号
を
見
つ
け
た
、
そ
の
寄
贈
者
名
は
赤
澤
乾
一
の

蔵
書
印
が
あ
る
。
赤
澤
は
広
島
県
北
、
代
々
医
家
出
身
で
岡
山
医
專
卒

業
で
秦
佐
八
郎
と
同
級
生
で
あ
り
、
秦
の
紹
介
で
富
士
川
瀞
と
逢
い
、

私
淑
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
芸
備
医
学
会
岡
山
支
部
幹
事
と
し
て
大
い

に
活
躍
し
、
岡
大
教
授
田
部
浩
と
共
に
有
名
で
あ
っ
た
。
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索
引
号
・
追
補
月
刊
『
芸
備
医
事
』
は
今
回
初
め
て
全
号
製
本
さ

れ
た
の
で
、
元
来
本
書
全
号
を
通
し
て
の
索
引
も
、
一
本
と
し
て
発
刊

本
書
の
百
年
を
経
て
の
出
会
は
先
人
の
手
引
き
の
よ
う
で
あ
る
。
鹿

田
分
館
や
東
大
図
書
館
、
他
大
学
医
学
部
図
書
館
に
も
大
変
お
世
話
に

な
り
、
復
刻
事
業
も
進
行
し
、
近
代
的
な
製
本
技
術
と
出
版
使
命
に
献

身
さ
れ
た
Ｋ
Ｋ
コ
ン
テ
ン
ッ
の
尽
力
に
よ
り
、
約
六
ヶ
月
と
い
う
驚
異

的
な
短
期
に
終
了
し
、
復
刻
完
本
の
新
生
振
り
を
、
広
島
医
学
会
総
会

場
に
展
示
し
会
員
に
も
手
に
と
っ
て
み
て
貰
い
、
中
国
新
聞
も
大
き
く

報
道
し
、
地
域
の
史
家
に
も
反
響
が
あ
っ
た
。
展
示
の
説
明
文
は
次
の

よ
う
に
書
か
れ
、
出
版
は
総
会
に
間
に
合
っ
た
の
で
あ
る
。

「
芸
備
医
事
」
再
生
の
言
葉
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

広
島
医
学
百
年
を
迎
え
て

名
著
・
芸
備
医
事
復
版
再
生
な
る

明
治
二
十
九
年
創
刊
よ
り
昭
和
十
七
年
終
刊
に
至
る
迄
五
五
五
号
を

今
年
医
学
会
総
会
に
展
示
供
覧
し
得
た
こ
と
は
先
人
の
学
恩
に
些
か
な

り
と
も
報
い
よ
う
と
す
る
我
々
後
進
の
素
志
で
あ
り
感
激
新
な
る
も
の

が
あ
る
。
本
記
念
事
業
推
進
援
助
さ
れ
た
各
位
・
富
士
川
瀞
顕
彰
会
・

広
島
県
医
師
会
・
安
佐
医
師
会
な
ど
で
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

永
ら
く
幻
で
あ
っ
た
郷
土
・
本
邦
の
名
著
を
永
久
版
完
本
と
し
て
後
世

に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
郷
土
の
秀
れ
た
文
化
遺
産

と
し
て
広
島
県
立
文
書
館
に
保
管
さ
れ
、
貴
重
な
医
事
文
化
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
九
年
十
一
月
八
日

志
田
信
男
訳
注

「
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
医
学
の
歌
」

ア
ラ
ブ
医
学
史
の
わ
が
国
に
お
け
る
文
献
は
、
通
史
と
し
て
は
前
嶋

信
次
先
生
の
著
書
、
小
川
政
修
、
川
喜
田
愛
郎
両
先
生
の
西
洋
医
学
史

中
の
記
述
な
ど
、
高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
個
別
史
の
領
域
で
は
公
刊
さ
れ
た
も
の
が
少
な
い
の
で
、
ア
ラ
ブ

医
学
史
の
最
高
峰
ア
ビ
セ
ン
ナ
（
こ
の
表
記
に
つ
き
後
述
）
の
代
表
作
の

一
つ
が
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
。
し
か
も
綿
密
な
テ
キ
ス

ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
上
に
立
っ
た
高
度
に
学
問
的
な
翻
訳
で
、
詳
し

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
約
一
九
○
○
○
頁
の
内
容
に
論
説
・
伝
記
・
史

談
・
医
戒
・
学
苑
を
中
心
と
し
て
、
医
学
史
関
係
の
外
に
、
雑
報
は
医

学
会
の
み
な
ら
ず
各
地
・
各
界
・
各
支
部
・
会
員
動
静
報
告
が
あ
り
、

医
界
の
連
帯
感
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
医
学
の
紹
介
・
郷
土
通

信
な
ど
は
史
家
の
興
味
を
ひ
く
に
足
る
編
集
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中

の
一
項
目
を
探
し
出
す
に
し
て
も
索
引
は
原
則
的
に
編
集
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
。
こ
の
た
び
は
全
号
を
通
し
て
、
人
物
・
物
件
別
に
分
類
し

発
行
で
き
ず
、
全
号
の
目
次
の
羅
列
に
終
っ
た
こ
と
は
心
残
り
で
あ
る

が
、
後
日
の
作
業
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
江
川
義
雄
）
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○
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、
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〕


